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No.2 No.3 No.4

Place

Facility 食事 休息 トイレ 宿泊

蕪島神社 蕪島海浜公園 恵比寿浜漁港 西宮神社 八戸栽培漁業実習場

カフェうみ音 海席料理処 小舟渡

鮫角灯台 葦毛崎展望台 中須海岸 大須賀海岸

ホロンバイル ( カフェ ) 白浜海水浴場トイレ

磯の家 白浜漁港 深久保漁港 八戸種苗センター ( 牡蠣養殖場 ) 淀の松原 種差キャンプ場 種差インフォメーションセンター

種差キャンプ場トイレ 宝海荘 ( 旅館 ) 志保 ( 旅館 )

棚久保南公衆トイレ

松屋食堂

種差海岸白浜女房 ( 海の家 )

葦毛崎公衆トイレ蕪島多目的トイレ
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01 背景

R. ソルニット「歩くことの精神史」

歩くことによる都市の身体的体験 その場所・素材でしか創造できない作品

R. ロング「foot print spiral」

図られたものではない、歩くことでしか見れない風景

「歩くこと」は思考と文化に強く結びつ

いている。

自動車や鉄道などの発達しすぎた交通網

によって、人は歩かなくなった。初め

て訪れるまちでは、事前に SNS やイン

ターネット等で情報を入手し、そこに最

短ルートで向かいまた次の場所へと移動

していく。これら大きな「点」での都市

の経験がごくごく一般的になってきてし

まった。しかし、最も本質的な都市の経

験はこの「点」と「点」の間にあるので

はないだろうか。

「歩くこと」はこれを取り戻す非効率的

な経験なのである。

「歩く」ことによる経験から、そこにしか存在しえないものを創造する

02 対象
青森県八戸市　蕪島神社〜階上駅間
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2020 年現在制定されているロングトレイル

対象 : みちのく潮風トレイル

ロングトレイルとは、2016 年より

発足した日本ロングトレイル協会

によって定められた長距離歩道で

ある。林道や古道を接続した長距

離のものであり、現地民のふれあ

いや土地の文化・自然を楽しむも

のとして作られている。

登山道

ロングトレイル

ハイキングコース

40 〜 200km の都市的スケール

居住地を含む

ロングトレイルは 40 〜 200km 以

上の都市的スケールを持つもので

ある。ゆえに登山道やハイキング

コースとの一番の大きな違いは、

いくつもの居住区を含んでいるこ

とだ。そしてそこには林道・車道・

駅・漁港・河川敷など、あらゆる

まちのインフラが内包されている。

路線の選定

地元住民

トレイルの部分的保全

運営管理

維持管理

6m

12m

18m

24m

30m

蕪島神社 階上駅

[ トレイルコースの高低差 ]

民間管理公共管理

良好な漁場
設備のある漁港

魚つき林

海女たちにとって良好な漁場となる岩場は魚つき林（魚の隠れ家となる影をつくる林）などの裏にあるた

め、海女たちは彼女らの拠点となる場所からそこまで回り道をしなければならない。これが海沿いに踏み

分けられた道を作る。これのほとんどがロングトレイルコースの軸となっている。

3.11 による被害区分の多くが水産関係を

占めている。そのうち民間施設がほとん

どである。これは、古くからあった海際

の浜小屋や道具置き場が震災によって流

されてしまったことを意味している。

津波被害エリア
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震災によって消えた浜小屋や番屋の分布
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SITE-3

種差海浜公衆トイレ 種差漁港公衆トイレ

種差漁港 高岩展望台 八戸市立南浜中学 大久喜漁港 厳島神社 金浜 金浜漁港八戸市立大久喜小学校

法師浜公衆トイレ 大久喜漁港公衆トイレ かねと水産

塩釜神社 階上漁協水産加工施設 大蛇漁港 階上町大蛇小学校 追越漁港 階上保育園 第二小舟渡漁港 三陸大津波記念碑 泊川信者 第一小舟漁港

大蛇東部公衆トイレ 十文字商店 坂下商店 階上商店街
八幡丸 ( 鮮魚店 )

さわやかトイレ
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04 提案
歩くことでしか経験できない風景・文化の旅路と建築

コース上で利用できる既存の公衆トイレや食堂などのまちのインフラと照

らし合わせながら、必要な場所に機能を補填していく

①　海際で失われつつある生業の風景を踏み分けられた道

    　　　　　　　　　  = トレイルコースへ再び引き戻す

かつて踏み分けられた場所 (= トレイルコース ) 後退し、見えにくくなっている生活風景

加工、販売、休息、団欒、食事

②　生業の傍にハイカーを受け入れることのできる建築

ホテルや旅館 食堂やレストラン インフォメーションセンター

ハイカーのための機能を成すものを、地元住民の生業の中に内包する

食事

休息

トイレ

宿泊

+ 食事

+ 宿泊

+ 休息、トイレ

< 概要 >

建築面積：385㎡

構造：木造

階数：1 階 ( 平屋建て )

< 概要＞

建築面積：125㎡

構造：RC+ 木造

階数：2 階

＜概要＞

建築面積： 119㎡

構造：木造

階数：休憩所…2階

敷地面積 = 約 900㎡ 敷地面積 = 約 560㎡ 敷地面積 = 約 3000㎡

SITE-1
[ 共同加工場 + 食事処 ] [ 監視浜小屋 + 簡易宿泊所 ] [ 漁場 + 迂回遊歩道 ]

SITE-2 SITE-3

05 設計手法

①　歩いた経験を収集し、地図には表れない実空間を掴む

まずは自分自身がこのロングトレイルを経験

するところから始める。地図を片手に、歩行

した時の経験を記述することで、本来の地図

には表れない実空間を掴む。

②　部分 (= 設計敷地 ) と全体 (= 地形と環境 ) を体感し読み込むこと

設計敷地として選定した場所を、単体としてリサーチするのではなく、自分の足で地形・環境全体を体感することで読み込んでいく。

SITE-2

SITE-1



雨除けシート

海女小屋排煙口

対空中目隠し

覗き見蔀戸

舟入れ戸

連続引き戸

即席屋根

魚介類の乾燥に雨は天敵である

コンクリートブロックによってテンション

をかけたロープでブルーシートをかける

空中を行くトンビなどに食物を狙われないように付ける目隠し

冬場で小屋が閉じきっている時でもハイカーが

加工の様子を覗き見るための蔀戸。

建築空間が既存の擁壁と一体化し、

外部空間を使いこなせるようにする

ための引き戸

水平材に置き、一時的に雨が凌げる

食事処を作ることができる

小径部材によって構成された躯体

人のスケールに近いため、生業や生活の工夫の中で

使いこなされる

寒い冬、室内で薪ストーブを焚くため、屋根

を突き破る煙突の形態が表われる

漁師が個人の船を縄で引きずって入れるための戸修理

( 特に塗装 ) の際に使われる

日入れ窓

雨水利用升

海を眺める蔀戸

道具扉

南背後にある 20m 超の松林から日射を入れるための窓

海女道具を洗うための水を確保するための升

宿泊者が眺める海を切り取る蔀戸

漁場から引きずり揚げた道具を入れるための扉

監視デッキ

浴場扉

漁業権を持たない密漁者を日替わりで監視するためのデッキ

斜面側と海側をつないでいる扉

ドラム缶風呂へと続く
満潮時に海が荒れると波が上がって来るため、

1F は RC の躯体によって立ち上げる
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身体的経験と体感

③　空間や風景の作られ方・工夫を記録する

歩きながらトレイルコース上で経験した、この場所特有の風景や

生活の工夫をスケッチによって記録し分析する。

06 設計
SITE-1 共同加工場＋食事処 SITE-2 監視浜小屋＋簡易宿泊所

SITE-3 漁場＋迂回遊歩道

SITE-3

管理容易な木製階段

岩場踏板 + 干し手摺

土嚢道

木製楔を土に埋め込んで安定させる

だけの階段。海女が魚付林を突っ切

ることができる。

岩場を渡るための踏板道

手摺はわかめを干しておくことができる

高低差のある岩場の自然道を安全に通る

ための土嚢道 休憩処＋展望場

海女とハイカーのための休憩処

急峻な崖地を上がった場所には、良好な漁場

を見下ろすことのできる展望場がある

崖上の道具庫まで続く既存の自然道



SITE3_ 平面図　S=1:150

N

休憩所 + 便所

展望場

SITE1_ 平面図　S=1:150

N

道具庫

屋内舟修理場

設備室

休憩場
干し場

食事場

船揚げ斜路

加工場

道具整備場

舟置き場への視線の抜け

網などの大きな道具を吊るしながら作業できる

岩地蔵と海を眺める

海と既存擁壁と一体化する連続引き戸

既存擁壁などの外部空間を使いこなして食事ができる

船が上がって来る様子が見れる

加工の様子が見え、食べたいものを振る舞ってもらえる

海女とハイカーが一緒に休む

海を見ながら腰掛ける
時間帯によってたくさんの舟が置かれる

空の天敵から守る

住宅街からの動線

A

A'

SITE2_1F 平面図　S=1:150

N

薪場

五右衛門風呂

洗い場

海女道具倉庫
裏山の松林で拾った薪で一休み

誰もいない夜の海でお風呂

海が荒れると波が上がってくるので波止めを置く

密漁の多い良好な漁場

使った道具はすぐ水洗い

海際に道具を置いておければ海女の移動も楽になる

シャワーとしても利用

高さ 20m を越す松林の裏山

山に隠された舟置き場

A

A'

橋の構造体は松林に隠される

海女が働く岩場の足元まで見下ろせる高さ

隠された漁場　牡蠣がよく採れる

木に結ばれた縄をつたって斜面を登る
斜面上の古い道具庫

住民で管理できる木製擁壁

松材と鉄筋で作られた埋込階段

岩場の凹凸を強調する水平橋

海女とハイカーが一緒に利用できる

漁港側への展望

A'

A


